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明科支所：☎71-2000(代表) / 明科公民館：☎62-4605 

安曇野市明科中川手６８２４番地１ 

令和５年１月 19 日 発行 No. 75 

 

第17回 手打ちそば・灰焼きおやき か し の 樹  

明科いいまちつくろうかい!! 編集･発行 

http://akashina.net/localinfo/newslisi 

回覧 

 

店主 岩垂 直次       

店内から見える景色 

明科東川手の旧国鉄篠ノ井線の廃線敷きより１３０ｍ

ほど東の山の上にある、手打ちそば・灰焼きおやきの店

「かしの樹」です。皆様に支えていただき、おかげさまで

オープンしてから１０周年を迎えることができました。

店内からも庭からも真正面に見える常念岳と、四季の移

り変わりを感じることのできる、自然あふれる眺めは絶

景です。 

 

そんな絶景とともに召し上がって頂きたいお食事は、

一番人気の「天ざるそば」です。そば粉は長野県産、天ぷ

らには自家栽培の野菜を使っています。また、昔ながらの

「灰焼きおやき」もおすすめです。たっぷりの具材を包ん

だおやきを灰の中でじっくり蒸しながら焼いていきま

す。外はカリッと香ばしく、噛むほどに美味しさが増しま

す。お持ち帰りもできますので、おみやげにいかがでしょ

うか。灰焼きおやきはご予約が必要となります。 

 

アットホームでどこか懐かしい、親類の家にでも来た

かのような雰囲気のするお店です。これからもお客様に

ご満足していただけるお店を目指して精進して参りま

す。ぜひ一度お出掛けください。 

 

 

 

一番人気の「天ざるそば」1,500 円 

灰焼きおやき ※要予約 

【ナス/あんこ/ミックス/野沢菜(冬季限定)】各 300 円    

・住所：明科東川手 3184  ・TEL：0263-88-6361 

・営業時間：11：30～15:00 ・定休日：木曜日 

か
し
の
樹 
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「明科いいまち通信」No.74 に書かせていただいた「明科考古学散歩」では、明科支所から南に向かって歩い

てみました。今回はその続編として、北に向かって歩いてみようと思います。 

今回も出発地は明科支所です。この場所は、栄町
さかえちょう

遺

跡という遺跡で、平成 23年（2011）に明科支所を建設

する際の発掘では、古墳時代後期（約 1500 年前）の竪

穴住居跡が 13軒も見つかっています。この古墳時代の

村では、他の遺跡ではあまり見られない特徴を確認で

きました。それは、ほぼ同じ時代の竪穴住居だけで構成

されていること、新しい竪穴住居をつくる際に古い竪

穴住居を壊している例が非常に少ないことです。この

ことから、栄町遺跡の村は一定の期間だけ存続し、忽然

と歴史から忘れられてしまった集落であると考えられ

ます。それは、信濃最古の寺院のひとつである明科廃寺

創建の直前のこと、いったいどのような物語があった

のでしょうか。 

栄町遺跡から北に約 50m 歩くと、古殿
ふ る と の

屋敷
や し き

に着きま

す。現在は、明科支所の駐車場となっている一帯で、こ

れまでに平安時代（約 1100 年前）のお墓が 2基見つか

っています。このうち 1 基は、木で棺を作った木棺
も っ か ん

墓
ぼ

で、その中には青銅製の鏡や高級品である陶器類が副

葬されていました。木棺墓は、平安の都で多く採用され

たお墓のかたちです。このことから、明科の地に都の貴

族がやってきて、埋葬されたということがわかりまし

た。しかし、栄町遺跡や古殿屋敷の周辺では平安時代の

人々が残した生活の跡は全く見つかっておらず、木棺

墓の主の手掛かりはないままでした。 

栄町遺跡を出発して、国道 19号を北に進み会田川を渡って「明科高校入口」の信号機まで歩くと、潮
うしお

神明
し ん め い

宮前
ぐ う ま え

遺跡です。この一帯には、平安時代後半（約 1100～800 年前）に大きな村があったことがわかっていま

す。今までに 36軒の竪穴住居跡が見つかっており、計算してみると遺跡全体では 100 軒を超えそうです。あ

る時思い立って実際に潮神明宮前遺跡に行って、南にある会田川の河岸段丘を仰いでみました。すると、古

殿屋敷のケヤキの大樹を遠くに望むことができるのに気付きました。この瞬間、古殿屋敷に埋葬されている

都からきた有力者は、潮神明宮前遺跡の村の有力者だったのだと直感したのです。 

今回の「明科考古学散歩２」では、約 600m の道のりを歩きました。この道は、約 1100 年前に平安時代の

人々が日々往来し、都からやってきた有力者の葬送にも使った道だったことでしょう。自動車ではたった 30

秒の距離ですが、あえて歩くことで平安時代の人々の記憶を辿ることができる、おすすめの散歩道です。 

 

 

 

 

「明科考古学散歩２」 

安曇野市教育委員会 文化課 土屋 和章 

【明科考古学散歩２の地図】 

【古殿屋敷の木棺墓の副葬品】 

明科コラム 



3 
 

 

  

新型コロナウイルスの影響により、下記のイベント等

は中止・変更となる場合があります。最新情報について

は、明科公民館(☎62-4605)までお問い合わせください。 

日 時： １月 27 日(金) 午後２時～３時 30 分 

会 場： 明科公民館 講堂 

奏 者： 有賀 雅栄さん(箏、三弦) 

     小澤 雅美穂さん(箏、三弦) 

     原 靖堂さん(尺八)  

曲 目： 春の海、花簪(はなかざし) 他 

参加費： 無料    申込み：不要 

 

新春コンサート 

日 時： １月 28 日(土) 午後２時～３時 30 分 

会 場： 明科公民館 講堂 

主 催： 安曇野誕生の系譜を探る会 

明科いいまちつくろうかい!! 

         明科公民館 

講 師： 土屋 和章(安曇野市教育委員会文化課) 

参加費： 500円(資料代として)     

申込み： 不要 

 

明科の考古学-発掘最前線- 

安曇野歴史サロン 1月例会 

日 時： ２月２日(木) 午前 10 時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 公民館職員 

定 員： 15 名(先着順) 

参加費： 200円    

持ち物： お使いのスマホ  

申込み： １月 23 日(月)、24 日(火)にお電話ください。 

       明科公民館 TEL: 62-4605 (午前９時～午後５時) 

 

日 時： ２月７日(火) 午後 1 時 30 分～３時 

会 場： 明科公民館 講堂 

奏 者： 柴田 勲さん 

曲 目： スキー、雪の降る街を、冬の星座 他 

参加費： 無料    

申込み： 不要 

日 時： ２月 23 日(木) 午後 1 時 30 分～３時 

会 場： 明科公民館 講義室 

講 師： 川名 洪良さん(教育カウンセラー) 

参加費： 無料    

申込み： 不要 

持ち物： 筆記用具 

 

箏、三弦、尺八による演奏をお楽しみください。 

食糧、道具、お墓などをキーワードに、安曇野

の人々がどのように弥生文化を受容していった

のかを考えてみます！ 

スマホの基本的な操作、アプリの使い方などに

ついて、個別に説明します。 

アコーディオンの演奏にあわせてみんなで懐か

しい歌謡曲、童謡、唱歌を歌いましょう。 

 子育ての仕方、子どもとの関わり方について先

生のお話から学びましょう。 
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明科図書館長 
青木 泰治 

 図書館に来られる人の多くは、目的があって来られているように思う。好きな作家の本を求めて、何か興味のありそうな分野の本を探

しに、あるいは何か知りたい、調べたいと本や雑誌を探しに。それはそれで気に入った本や求めている本が自分で見つけられるのでい

いと思う。そうではなくて、こんな関係のことがわかる本や資料はないですか、と思って図書館に来てくれている人はまだ少ないと思う。 

暮らしていく中で、こんなことが知りたい、情報を得たいということはあると思う。旅行に行きたいがその地方の情報を、こんな料理を

作りたいが作り方を、年金や投資のことについていろいろな情報を、体を鍛えたいがストレッチや筋トレの本を、あるいは今の政治や社

会情勢についての本を etc……。人それぞれに興味や疑問や知りたいことがあると。 

そんな時、スマホで調べるのもいいのだけれど、本屋さんで捜すのもいいのだけれど、ぜひ図書館に来てそのことを尋ねてもらいたい

のです。 

もっと気楽に、気軽に図書館に来ていただいて、「これこれこういう関係の本や資料を探し

ているんだけれど」と相談してくださると、きっとお役に立てると思います。子どもさん向けの

絵本でも紹介できますし、子育てに関する本もそろっています。郷土関係の資料もたくさんあ

ります。 

図書館には様々な分野の本があります、それを紹介できる司書がいます。明科図書館に

なくても取り寄せることもできますし、予約もできます。気楽に聞いてください。そういう利用の

仕方が増えることを待っています。 

                       
明科いいまち通信へ掲載する記事を募集いたします。なにか発信したい 

内容などがありましたら、是非ご投稿ください。 

募集内容 住民のみなさまからの記事・文章・写真・俳句・ご意見など 

投稿要項・投稿する際は必ず氏名・住所・連絡先を記載してください。 

    ・記事内容は、明科いいまち通信編集会議で検討いたします。 

投稿方法 ①明科支所（明科中川手 6824-1）へ持ち込む または 

     ②Ｅメールで送る ⇒ akashina-shisho@city.azumino.nagano.jp 

お問合せ 明科いいまち通信編集担当（TEL: 71-2000 / 内線 760-113） 

いいまち通信の掲載記事を募集します 

 

・年末に正月の食料品を買いに行きましたが、どの食品も価格が上がっ

ていてびっくりです。正月休みの散財した分を穴埋めするため、当分卵か

けごはんを食べて過ごそうと思います。（や） 

・欲しいものがあります。最新の型を買うか、古い型でも高評価なものを

買うか悩んでいるうちに最新の型は最新ではなくなってしまいました。選

択肢が増えてさらに悩んでいます。（な） 

編集後記 

明 科 図 書 館 
からのお知らせ 

明科いいまちつくろうかい！！ 代表 浅見 郁子 

皆様、新しい年をお健やかにお迎えになられたことと存じます。今年が平和で穏やかな年となりますよう、お祈り申し上げます。 

新型コロナウイルスの感染者数は減少する気配もなく、インフルエンザとの同時感染者も増加傾向にあり、症状が重なると重症化が懸念されて

います。感染予防対策をしっかりしながら、体力を日頃からつけていくことが大事では無いかと思います。 

さて、明科いいまちつくろうかい!!も早いもので発足から 10 年目となります。十年一昔と言われますが、様々な課題を抱えながらもよく続いていると

感無量であります。ひとえに地域の皆様方の温かなご協力のおかげであり、心から感謝申し上げます。 

令和４年の活動の中で、これからの会の在り方を方向付けるものとなったのは、9 月 3 日の「明科うまいもん市」と同時開催した安曇野市市民活

動サポートセンター主催の「ゆるつな」でした。「明科を盛り上げたい」というテーマで多くの団体が活動の紹介や意見交換を行い、新しい繋がりがで

きました。この活動から、各団体の取り組みをお互いに認め合いながら、目的が一致する時には一緒に活動することで「ゆるつな」という名前の如

く、ゆるくつながりながら地域づくりに関わり、課題に取り組むときはそれぞれの点が繋がり面となり、やがて大きな渦となっていくことを確信しました。 

また、令和４年４月この明科地域は人口減少等の状況から国より過疎地域と指定されました。9 月 13 日、太田寛市長が明科地域にアウトドア

スポーツの拠点となる整備を進める考えを示されました。その直後に開催された「ゆたかの飛耳長目」は明科まちづくり委員会の主催で開催され、委

員会の人口減対策の何項目にもわたる提案は明科の現状を分析し、明科地域の特性を活かし、将来的に実現可能が見通せる中身であり、その

中の何項目かが実現できれば明科の活気を取り戻していかれるのではないかと期待の持てるものでした。今後、市施策の下で過疎化対策の実施

において、過疎債の活用や地域住民としての考えを行政に提案して組織づくりを他の団体と共に考えていければと思います。 

明科駅周辺整備事業も駅前を見渡してみると、全容を推し量れるところまで進んでいます。整備が完了したその後、明科のまちづくりをどう進める

のか、未来に繋がる地域の取り組みがこれから始まるのではないかと考えます。年末には、明科高校の生徒さんたちがデザインしたイルミネーション

を皆さんと飾り付けました。駅前が美しく彩られています。これから地域を背負っていく若い皆さんと、私たちも共に歩んで参りませんか。 


